
2．ストロボ光を発生する装置を作ってもらって、
カメラで高速度撮影をするというテーマを考えたが、
一眼レフカメラを持っている中学生しか対象になら
ないのと、ストロボ装置は出来ても、カメラの扱い
に自信が無いため、これも企画段階で流れた。 

５．まとめ 
筑波大学のお助け隊における新規テーマの作成と

運用方法について、実際に作成したテーマを例に挙
げて説明した。第 3 章では“パソコンを使用して音
の振動を調べる”のテーマ運用の様子を詳しく説明
した。更に、第 4 章では考えたが実施できなかった
テーマについて、その理由を述べた。 

テレビや記事でいろいろなテーマを見るが、なか
なか自由研究という枠の中で 3 時間分の講義にす
るのは難しいと思われる。 
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概要 
ヤマネの生息調査において捕獲用の巣箱は、架

設・観察が容易な地上高 1.5 m 前後に設置している。
これは高所に架設すると、点検用のハシゴを持ち歩
く際に大きな労力を要することと、巣箱点検が高所
作業になるため安全性に問題があるからである。今
回、塩ビ管・結束バンドで安価な滑車を作製し、カ
ラーワイヤーで巣箱を昇降させる手法とハシゴを使
用せずに高枝切りノコギリを用いて約 6 m の高さ
に巣箱昇降用の滑車を取り付ける方法を考案した。
これにより木に登らずに安全な調査が可能となった。 

 
キーワード：樹上性小型哺乳類、ヤマネ、巣箱昇降
器 

１．はじめに 
ヤマネ Glirulus japonicus（図 1）は、本州、四国、

九州、隠岐島後に分布する頭胴長 68～84 mm、尾長 
44～54 mm のネズミ目ヤマネ科 1 属 1 種の小型
哺乳類で、国の天然記念物に指定されている（阿部
ら 2005）【1】。夜行性であり樹上で主に採餌し、繁
殖・冬眠には樹洞を利用するような森林に依存した
種である（阿部ら 2005）【1】。活動期においても日
中は、樹洞や幹の隙間で休眠する（日内休眠）（中
島 2006）【2】。日内休眠には巣箱も利用するので、
従来から容積約 2000 cm3 程の木製の箱型巣箱で生
息調査が行われていたが、本学では 2008 年に容積
約 200〜500 cm3 程の独自の塩ビ管巣箱を開発し調
査を行なっている（玉木ら 2012）【3】。この塩ビ管
巣箱は平成 24 年 3 月 1 日付で特許公開中であり
（特開 2012-039919）、平成 23 年 11 月より｢ヤマ
ネのお宿｣の商品名で（株）一成 1 から製作・販売
されている。 

 
                                                           
1 http://www.issei-eco.com/ 

体の大きさの割に広い行動圏（雄で 2 ha 雌で 1 
ha 弱）（阿部ら 2005）【1】を持つヤマネの生息確認
を行うためには、広範囲に数多くの巣箱を設置する
必要がある。ヤマネの生息調査において一般的に捕
獲用の巣箱を架設・観察が容易な地上高 1.5 m 前後
に設置しているが、巣箱利用率は 10 ％ 程度であり、
高所に架設した巣箱の調査は少ない（小林 2011）【4】。
これは高所に架設した巣箱の点検用ハシゴを持ち歩
くには大きな労力を要し、数多くの巣箱点検は困難
だからである。また高所の巣箱点検を行うためのハ
シゴの上り下りは危険が伴い、ムササビ・モモンガ
等の樹上性の小型哺乳類の研究者にとっても負担と
なっている。 
そこで今回、塩ビ管・結束バンドで安価な滑車を

作製し、カラーワイヤーで巣箱を昇降させる手法と、
ハシゴを使用せずに高枝切りノコギリ（Silky はや
うち 4 段）を用いて約 6 m の高さに巣箱昇降器を
取り付ける方法を考案した。本報ではその巣箱昇降
器の開発経緯と予備試験として架設高の違いによる
ヤマネの巣材搬入状況を紹介し、巣箱昇降器を用い
た調査の有効性を検討する。 

２．方法 

2.1 調査地概要 
川上演習林（約 188 ha）は、標高 1,440～1,785 m
（標高差 345 m）の冷温帯域にカラマツ等の人工林
が約 7 割、ミズナラ・カンバ類・カエデ類等の天
然性二次林が約 3 割を占めている林地である。 

2.2 調査方法 
ヤマネの巣箱調査は文化庁より「天然記念物ヤマ

ネの現状変更」、長野県より「鳥獣捕獲」の許可を
受けた上で、2012 年 6 月 26 日〜7 月 4 日に巣箱
昇降器・巣箱の設置を行った。設置方法は地上高 6〜
7 m に巣箱昇降器による巣箱を架け、その下に地上
高 1.5 m と 0.5 m 以下の地際に比較用の巣箱を架
設した（以下、3 段架設と略す）。そこから約 20 m 
離れた位置の木に、地上高 1.5 m のみに巣箱を架け
た（以下、1 段架設と略す）。3 段と 1 段架設の組
み合わせを 20 m 間隔で連続し、3 段架設 31 ケ所
と 1 段架設 36 ケ所の巣箱内の巣材搬入状況を同
年 10 月 24 日に調査をした。 

 
 
 
 
 
 
 

図 1. 塩ビ管巣箱内のヤマネ（2011.10.21 撮影）
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左側：塩ビ管に結束バンドを通す穴を開けた状態  
右側：結束バンドを穴に通し巣箱昇降用のカラー

ワイヤー（♯14 番）を塩ビ管と結束バンド

の隙間に通した状態 
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図 4. 巣箱昇降用の滑車取り付け模式図 

図 2. 塩ビ管で代用した巣箱昇降用の滑車模式図 

図 5. 箱昇降模式図 

図 3. 塩ビ管で代用した巣箱昇降用の滑車写真 
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（♯12 番） 
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（♯14 番） 
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３．結果 

3.1 巣箱昇降器の作製工程と設置方法 

巣箱昇降器の材料は直径 40・50 mm の塩ビ管と

結束バンドである。塩ビ管を 80 mm 程度の長さに

丸鋸盤で切り、上面と左右の側面に 2 ケ所ずつ穴を

卓上ボール盤で開けた。その 3 側面 2 ケ所の穴に

結束バンドを通し、塩ビ管の内側で結束する（図 2
図 3）。これは巣箱昇降に使用するカラーワイヤーの

ガードとなるものである（以降、塩ビ滑車と略す）。

塩ビ管の径が 2 種類あるのは、大小径の違う塩ビ管

を組み合わせて運べるようにしたためである。 
塩ビ滑車の塩ビ管と結束バンドの隙間 (3 側面) 

に巣箱昇降用の ♯14 番のカラーワイヤーを通す 
（図 3）。塩ビ滑車の固定用の ♯12 番カラーワイ

ヤーを巣箱架設予定木の樹幹周囲に余裕をもたせて

取巻く様に配し、塩ビ滑車の塩ビ管内を通した後に

折り返しカラーワイヤーどうしを結束する（図 4 の 
①）。 
塩ビ滑車の塩ビ管を高枝切りノコギリの下鎌（突

起部分）に引っ掛け、高枝切りノコギリのポールを

伸ばす（図 4 の ① と ②）。 
塩ビ滑車の固定用の ♯12 番カラーワイヤーを

引っ張ると、余裕をもたせていたカラーワイヤーが

樹幹を締め付け塩ビ滑車が固定され、引っ張ってい

るカラーワイヤーを蔓の様に樹幹に 1〜2 周巻きつ

けてワイヤーどうしを結束することでワイヤーが緩

むこともなくなる（図 4 の ② と ③）。 
巣箱昇降用の ♯14 番のカラーワイヤーに塩ビ管

巣箱を取り付け、ワイヤーを引っ張ると巣箱を上げ

ることができる（図 5）。 

 

巣箱昇降器組立・取り付けと塩ビ巣箱組立・架設

の作業工程は 1 人で 1 ケ所約 30 分かかった。巣

箱昇降器 1 ケ所分の材料費はカラーワイヤーが ♯
12 番 8 m・♯14 番 14 m が 430 円、結束バンド 3 
本分が約 48 円、塩ビパイプ 1 個分が約 16 円とす

ると、巣箱昇降器 1 ケ所分は約 500 円である。 

3.2 巣材搬入状況 
コケや細かく裂いた樹皮等のヤマネの巣材（図 7）

と、枯葉か主なヒメネズミの巣材（図 8）の数と割

合の集計を表 1 、割合のグラフを図 9 に示した。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 6. 地上高 6 m の位置への塩ビ管巣箱架設状況 

図 8. 主に笹の枯葉が使われたヒメネズミの巣材 

図 7. 主にコケが使われたヤマネの巣材 
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架設 

巣箱数

（個） 

ヤマネ ヒメネズミ 

巣材数 
割合

（％） 
巣材数 

割合

（％）

1 段

1.5 m 
36  9 25.0  7 19.4 

            

3 段

6.0 m 
31  20 64.5  0 0.0 

3 段

1.5 m 
31  2 6.5  8 25.8 

3 段

0.5 m 
31  0 0.0  3 9.7 

3 段 

合計 
93  22 71.0  11 35.5 

 
これまでの 1 段架設 1.5 m の巣箱では、ヤマネ

の巣材が 36 ケ所中に 9 ケ所巣材があった（表 1 ）。
それに対してヒメネズミの巣材は 36 ケ所中に 7 
ケ所巣材があった（表 1 ）。 

3 段架設の場合、ヤマネの巣材が 31 ケ所中 0.5 
m で 0 ケ所、 1.5 m で 2 ケ所、6.0 m で 20 ケ
所にあった。それに対してヒメネズミの巣材は  31 
ケ所中 0.5 m で 3 ケ所、 1.5 m で 8 ケ所、 6.0 m 
で 0 ケ所であった（表 1）。 
ヤマネのみが利用した架設木は 15 ケ所あり、ヒ

メネズミのみの架設木は 4 ケ所だった。 
ヤマネ・ヒメネズミの両種が同じ架設木で高さの

違う巣箱を利用したのは 31 ケ所中に 5 ケ所あり、
両種とも利用がない架設木は 31 ケ所中に 7 ケ所
だった。 
ヤマネ・ヒメネズミの巣材割合を 1 段と 3 段の

高さ別に図 9 に示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 段架設 1.5 m の巣箱では、ヤマネとヒメネズミ

の巣材割合が 25.0 ％ と 19.4 ％ で近い割合だっ
た（図 9 ）。 

3 段架設では 0.5 m と 1.5 m では殆どヒメネズ
ミの巣材であるが、 6.0 m の巣箱に至ってはヤマネ
のみで 64.5 ％ の高い割合で巣材を運び入れてい
た（図 9）。 

４．考察 
1 段架設 1.5 m の巣箱では、ヤマネの巣材割合は

ヒメネズミの巣材割合より多かった。しかし 3 段 
架設における 1.5 m の巣材割合を同じ架設高の 1 
段 1.5m と比べると、ヒメネズミの巣材割合は 6 ％ 
近く増えているのにヤマネの巣材割合が大きく落ち
込んだ。これは 3 段 6.0 m の巣箱にヤマネの利用
が集中したためであり、 3 段 1.5 m の巣箱のヤマ
ネ利用が少なくなった分、ヒメネズミの利用が増え
たと思われる。 
これまで高所に架設した巣箱での研究が多くなさ

れていない原因は、巣箱を点検するためのハシゴの
持ち歩く大きな労力と、ハシゴの昇降時の危険性が
あり安全上の問題があった。それに巣箱を観察しや
すい地上 1.5 m 前後に架設してもヤマネが捕獲で
きるため、巣箱架設高の違いによる巣箱利用動物の
利用度は余り調査されていない。 
巣箱架設高の違いによる調査としては、｢巣箱を活

用した小型哺乳類の観察法｣において、｢安全と調査
効率の点から巣箱の取り付け高さ 2 m 程度にとど
め、林道沿いなど点検しやすい場所に 20 m 程度の
間隔で架設することが望ましい｣としている（安藤 
2007）【5】。富士山麓の調査においては、｢巣箱の地
面からの高さについて、1 m 、2 m 、3 m のそれぞ
れについて利用率はほぼ同じだった（1 m は 54 ％、
2 m は 66 ％ 、3 m は 63 ％）としている（中島 
1993）【6】。 
しかし鳥取県智頭町の芦津森林における地上 0.5 

m・3 m・6 m の位置に箱型木製巣箱を設置した調査
木 36 本の観察結果により、モモンガ・ヤマネ・ヒ
メネズミ・シジュウカラ・ヤマガラのいずれも、地
上 6 m の巣箱を利用することが示された（小林 
2011）【4】。今回の調査結果は小林の調査と同様な結
果を示し、巣箱架設高を 6 m の高さにすることでヤ
マネ発見の確率が高まる可能性を見出せた。 
これまで樹上性の小型哺乳類調査等で、例えば地

上高 6 m に巣箱を架設・点検するのにはハシゴが不
可欠であり、全長 5 m 余りの一連ハシゴは約 10 kg 
の重量がある。2 人がかりで運ぶ場合でも立木が生
い茂る林内で長尺のハシゴの移動は困難を極める。
伸長時 5 m 余りのスーパーラダーは収納時に 1.2 
m とコンパクトになるが重量が 16 kg と重くなり、
同じく伸長時 5 m 余りの 2 連ハシゴでも収納時 3 
m 前後で重量が 10〜15 kg である。また高所に架設
している巣箱点検は、林業用の軽量な枝打ちハシゴ
でも可能であるが、ハシゴからの落下の危険性が伴
い安全面で問題がある。 
その点、高枝切りノコギリは収納時 2.5 m 弱で重

量 3.3 kg と運搬労力が大きく低減できる。しかも高
枝切りノコギリは、巣箱昇降器の取り付け時と調査
終了後の取り外し時に必要なだけで、途中の巣箱点
検はカラーワイヤーを引っ張るだけで巣箱の昇降が
可能になる。このことはダム・道路等の建設工事の
際の環境アセスメント並びに、道路が通っていない
奥山等でのヤマネを始めとするリス・モモンガ・ム
ササビ等の樹上性小型哺乳類の生態調査において有
効になると思われる。さらに野鳥観察用の木製巣箱
による鳥類調査にも応用可能である。今後、ヤマネ
等小型哺乳類の高さ別巣箱利用については、さらに
調査をしていきたい。 

表 1. ヤマネとヒメネズミの巣材数と割合（％） 

図 9. ヤマネとヒメネズミの巣材割合（％） 
（％）
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（株）一成との共同研究「野生生物の生息（環境）
調査に関する研究」を受け、巣箱昇降器並びにその
取り付け方法の開発を行なった。 
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above ground for easy installation and observation. The reason for this is that, if the boxes are installed at a high 

location, then a great deal of labor is needed to walk around with the ladder for inspection, and there are also safety 

issues because nest box inspection involves work at a high place. In this case, we devised a technique in which an 

inexpensive pulley for lifting nest boxes is made with PVC pipe and cable ties, and boxes are lifted and lowered with 

colored wire. The pulley is mounted at a height of about 6 m without using a ladder by employing a saw for cutting high 

tree branches. This enables safe investigation without climbing trees. 
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巣材数 
割合

（％） 
巣材数 

割合

（％）

1 段

1.5 m 
36  9 25.0  7 19.4 

            

3 段

6.0 m 
31  20 64.5  0 0.0 

3 段

1.5 m 
31  2 6.5  8 25.8 

3 段

0.5 m 
31  0 0.0  3 9.7 

3 段 

合計 
93  22 71.0  11 35.5 
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